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　日本惑星科学会誌『遊・星・人』2018年第27巻第3号に掲載された記事『マンガン酸化物と室内実験から示唆
される初期火星の酸化的表層環境』[1] に於きまして，記述ミスが1ヶ所ありました．以下の通り，お詫びして訂
正致します．尚，この訂正による，実験結果や議論への影響はございません．

141ページ左段上
表1. 実験Low-Mn-2のH2O2濃度について

（誤） 0.97 [mM]→（正） 3.9 [mM]

表1：訂正後の実験条件．訂正部分に下線を引いて
いる．
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表1：	実験条件のまとめ．表中の単位mMとはmmol/Lを意味する．
マンガンの濃度が10 mmol/L以上と高い条件（High-Mn）
と，1mmol/L程度と低い条件（Low-Mn）でそれぞれ，用い
る酸化剤やpHの異なる3つの条件で実験を行った（詳細は
本文参照）．実験には六価クロムの標準液を用いているが，
出発溶液においてマンガンや過酸化水素水に還元され，三
価クロムとなると考えられる[24]．pHは水酸化ナトリウム
溶液を加えることで調整している．

Mn2+
[mM]

Cr6+
[mM]

Ni2+
[mM]

Zn2+
[mM]

KMnO4
[mM]

H2O2
[mM]

pH

High-Mn-1 26.4 0.86 0.86 0.86 17.5 10.0

High-Mn-2 16.3 0.33 0.32 0.32 130 6.3

High-Mn-3 48.2 0.93 0.94 0.94 8.8

Low-Mn-1 0.59 0.020 0.020 0.020 0.42 10.8
Low-Mn-2 1.05 0.035 0.035 0.035 3.9 7.5
Low-Mn-3 1.05 0.035 0.035 0.035 11.9
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